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G-07

アレクサンダー・フォン・フンボルトの環境思想
――19	世紀の環境破壊報告から

相馬	尚之（東京大学大学院総合文化研究科／	IHS 博士課程 1年）

　まず、アレクサンダー・フォン・フンボルトとはどのような人物でしょうか。
彼はベルリン出身の鉱山官吏としてキャリアをスタートし、また博物学者とし
ても活躍しました。このように科学者でもエンジニアでもあった彼は、同時に
ゲーテやシラーといったドイツの古典派やロマン派の文学者とも交流し、文芸
にも高い関心を示しました。しかし、彼を決定づけるのはやはり探検家として
のキャリアです。その彼の探検で最も有名なのは、1798 年から 1804 年にかけ
て行われた新大陸探検だと思われます。ここで彼は南北アメリカ大陸の各地を
探検し、動植物や気候、地形などを調査しました。そして、今回取り上げるの
は、『新大陸赤道地方紀行』という彼の著作における環境破壊の報告です。

　フンボルトは 1800 年 2 月にベネズエラのバレンシア湖の付近を探検し、現
地の人から湖水面の水位が下がっているという話を聞きました。ここで彼は原
因を考えます。そして彼は、以下のように分析しました。入植者が森林を伐採
し、農地を開拓した結果、水源が枯渇しており、また森林破壊により土壌の乾
燥が進行したことに伴って水位が低下し、さらに鉄砲水を引き起こしているの
だと。フンボルトはこのようにすでに 19 世紀初めに、自然の中での環境破壊
の連鎖を報告しました。なぜフンボルトはこのようなことを報告したのでしょ
うか。一つには、彼が最新の科学者であったということがあります。しかし同
時に彼は、ロマン派的な自然哲学に親しんでおり、無機物から有機物に至る「自
然の階梯」を前提としていました。フンボルトは人間と自然を科学的かつ包括
的に捉える見方をもっていたのです。

　自然を包括的に捉えるということは、今日の環境問題ではむしろ一般的に
なってきているようにも思われます。しかし、今日の環境思想がむしろ科学的
に地球を有機体として分析することにこだわっているのに対し、フンボルトは
逆に初めから、地球を一つの有機体として思弁的に捉えていました。このよう
なところに、フンボルト思想を捉え直す意義があるのではないでしょうか。
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